
 

 

 

 

 
 

「自主・誠実・根性」  子どもたちは 家庭・地域・学校の宝 
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令和７年度 学校だより No.６ 

 

① よくあてはまる ② ややあてはまる ③ あまりあてはまらない ④ 全くあてはまらない ⑤ わからない 

51%

39%

7%
2% 1%

①お子様は学校生活を

楽しんでおり､友人関係

は良好である。
①

②

③

④

⑤

13%

46%

32%

9% 0%

②お子様は基礎基本の

学習内容をしっかり身に

つけている。
①

②

③

④

⑤

13%

29%

38%

20%

0

③お子様は家庭学習に

意欲を持って取り組んで

いる。
①

②

③

④

⑤

33%

42%

19%

6% 0%

④お子様は学校であっ

たことをよく話してくれ

る。
①

②

③

④

⑤

18%

30%32%

14%

6%

⑤お子様はつきたい職

業など、将来の夢や目標

を持っている。
①

②

③

④

⑤

26%

59%

10%

2% 3%

⑥学校は「ＰＴＡ総会」「懇談

会」「学校だより」「ブログ」

「ホームページ」等を通じて

保護者に教育方針や教育内

容適切に伝えている。 ①

②

③

④

⑤

～保護者・地域の皆様へお願い～ 気がかりなことなどがございましたら、気軽に学校にご連絡ください。

その際は学年・学級・お名前等をお伝えください。速やかで適切な対応に努めます。 

今年度からブログでの情報発信にも努めています。右のＱＲコードでブログがご覧いただけます。学校だ

よりのカラー版は同ブログ上でご覧いただけます。 

７月にご回答いただいた、保護者の学校評価を報告いたします。全体の結果と我が子の様子を比べ

ながら、ご家庭で、一度お子様とお話いただきたいと思います。 

１２月にもう一度、同じ学校評価をいたします。ご協力よろしくお願いいたします。 



                       

 

学校評価にご協力いただきありがとうございます。 

学校は、子供たちの豊かな学びと成長を保障する場です。また、地域コミュニティの拠点にな

り、将来の地域の担い手となる人材を育成する場でもあります。 

学校では、「教科の基礎的な力」、「自ら学ぼうとする力」、「人間関係を築く力」などを身につ

けるよう教育活動を進めています。家庭や地域では、「基本的生活習慣」「社会生活に必要な常

識」「善悪の判断」などを身につけてほしいと思っています。「開かれた学校」さらに「地域とと

もにある学校」をめざし、これからも家庭と地域と学校が手を取り合い、相互に連携・協働して

未来ある子どもたちを育てていきたいです。 

今回の学校評価（保護者対象）では、保護者の皆様が日頃より見てこられた各家庭でのお子様

の姿、様々な場面を通して実際に感じられた教職員や本校生徒の姿が反映されており、本校の

教育活動や教職員に対する声として受け止めています。この評価をもとに、これまでの取り組

みを振り返り、地域・保護者から信頼される学校づくりをめざし、今後の教育活動にいかしてい

きます。 

★今後の改善・検討点 

・意欲的に家庭学習に取り組める工夫（学びの必要性、タブレット等の利用） 

・情報活用能力（情報活用の実践力、情報社会に参画する態度）の育成 

・将来を含めた「なりたい自分」の実現に向けて 

・地域に根ざす人材の育成について 

18%

51%

15%

3%

13%

⑦学校は学ぶことや働く

ことの意義を考えさせる

学習の充実に努めてい

る。 ①

②

③

④

⑤

28%

52%

9%

2%
9%

⑧学校は不審者への対

応や交通安全など安全

面について適切に指導

している。 ①

②

③

④

⑤

32%

50%

10%

0% 8%

⑨学校は子どもたち一

人ひとりを大切にし､温

かく指導している。
①

②

③

④

⑤

25%

46%

22%

2% 5%

⑩子どものことで気軽に

学校に相談できる。

①

②

③

④

⑤

62%

33%

2%
0%3%

⑪電話をかけた時や、学

校を訪れたときの教職

員の対応は良い。
①

②

③

④

⑤

59%
34%

4%
1%2%

⑫学校の教職員定時退

庁日をはじめとする､働

き方改革の取組を理解

できる。 ①

②

③

④

⑤


